
◆ 5月号「AIで変わる皮膚科診療」
をお届けします．責任編集に今をと
きめく大塚篤司先生をお迎えして，
誰もが気になる皮膚科診療と AIに
ついてとりあげていただきました．
大塚先生およびご執筆の先生方には
厚く御礼申し上げます．◆医学電子
書籍サイトm3.comでは毎年 3月
に「医学書大賞」を発表しています．
今年 2026年度（2025年に発刊さ
れた医学書籍が対象）の大賞（Dr's 

selection部門）で，大塚先生の「医
師による医師のためのChatGPT入
門 臨床・研究を変える究極のプロ
ンプト 500選（医学書院）」が受賞
されました．昨年の医学書大賞で
も大賞を受賞されており，2連覇と
なります．受賞おめでとうござい
ます．本特集もあやかりたいと考え
ております．◆ところで，ありそう
で存在しない文献が記載されてい
るなど，最近は AIで書かれたとお
ぼしき原稿が散見されます．Visual 

Dermatology誌でも生成 AI使用に
ついての執筆規定を考える時期にき
ておりますが，あくまで AIは道具
として，うまく活用していただきた
いと思う今日このごろです．

（出戻り U）
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